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互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
く
力
、
す

な
わ
ち
「
社
会
に
対
応
で
き
る

力
」
を
身
に
付
け
て
い
く
た

め
に
、
確
か
な
学
力
「
知
」
、

豊
か
な
心
「
徳
」
、
健
や
か
な

体
「
体
」
と
い
う
人
間
力
を
育

成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
基
盤
と
な
る
教
育
環

境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
中
心
と
な
る
学
校
、
子

育
て
の
基
盤
と
な
る
家
庭
と
地

域
等
、
学
校
教
育
を
支
え
る
全

て
の
関
係
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
、
互
い
に
し
っ

か
り
と
連
携
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
も

と
で
生
き
生
き
と
学
び
、
活
動

で
き
る
教
育
の
推
進
を
は
じ

め
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

町
民
に
対
す
る
各
種
事
業
に
つ

い
て
、
令
和
３
年
度
予
算
に
反

映
さ
せ
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
教
育
長

よ
り
申
し
上
げ
ま
す
が
、
私
か

ら
特
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
と

し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
最
大
の

被
害
者
は
子
ど
も
た
ち
で
あ

り
、
今
後
の
不
測
の
事
態
に
備

え
整
備
し
ま
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
活
用
し
、
学
習
機
会
と
学
力

の
保
障
、
さ
ら
に
は
安
全
・
安

心
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

居
場
所
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
し
か
べ
幼
稚
園
の
建

替
え
に
つ
い
て
で
す
が
、
既
に

民
設
民
営
の
公
私
連
携
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
整
備
す

る
と
い
う
方
向
性
を
決
め
て
お

り
、
今
後
も
建
設
予
定
地
等
に

つ
い
て
議
員
皆
様
と
協
議
し
な

が
ら
、
町
民
皆
様
か
ら
も
ご
意

見
を
伺
い
、
一
刻
も
早
く
建
替

え
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
民
が
い
つ
で
も
学

習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
そ
れ
ら
の

拠
点
施
設
で
あ
る
中
央
公
民

館
、
総
合
体
育
館
等
に
つ
い
て

は
、
管
理
方
法
を
見
直
し
経
費

削
減
に
努
め
な
が
ら
も
安
全
・

安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
よ

り
一
層
の
施
設
の
充
実
と
管
理

運
営
に
努
め
、
社
会
教
育
及
び

生
涯
学
習
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
各
世
代

に
わ
た
る
生
涯
学
習
社
会
実
現

の
た
め
教
育
委
員
会
と
十
分
連

携
を
図
り
、
教
育
行
政
を
進
め

ま
す
。

次
に
、
国
民
健
康
保
険
事
業

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
近

年
、
会
計
運
営
が
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
被
保
険
者
の
高

齢
化
に
伴
い
、
被
保
険
者
数
が

減
少
傾
向
に
な
り
つ
つ
も
、
医

療
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
全
道
的
な
賦
課
方
式

の
統
一
な
ど
を
踏
ま
え
、
北
海

道
へ
の
納
付
金
及
び
賦
課
総
額

に
注
視
し
つ
つ
、
被
保
険
者
へ

の
適
正
な
保
険
税
負
担
を
目
指

す
た
め
に
、
令
和
３
年
度
に
お

い
て
税
率
改
正
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
保
健
事
業
で
は
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基
づ

き
、
特
定
健
診
な
ど
を
推
進
し

て
い
く
ほ
か
、
保
険
証
の
発
行

や
保
険
税
の
決
定
と
徴
収
を
引

き
続
き
適
正
に
対
応
し
ま
す
。

次
に
、
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

日
常
生
活
の
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
さ
ら
に

は
認
知
症
高
齢
者
も
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
安
心

し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
「
第

８
期
鹿
部
町
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
介
護
保
険
事
業
の
円

滑
な
事
業
運
営
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
介
護
予
防
事
業

や
認
知
症
施
策
の
推
進
に
取
り

組
み
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
に

提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
を
充
実
さ
せ
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
町
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

次
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
事
業
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。後

期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

は
75
才
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

者
と
し
て
、
道
内
の
全
市
町
村

で
構
成
す
る
広
域
連
合
が
保
険

事
業
を
運
営
し
て
お
り
、
市
町

村
が
窓
口
相
談
業
務
や
保
険
料

徴
収
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
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ら
加
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保
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年
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